
電気抵抗値＜1.0×10⁸Ω
耐透過対策も静電気対策もできる。

化学防護手袋の日本産業規格である
JIS T 8116:2005に適合。

柔らかく作業性に優れます。
裏地がなく手になじみやすい。



クラスは 4～ 1まであり、クラス 1が最も厳しい基準で検査されていることを示
します。

化学物質によっては、液体状で接触することによる手袋の劣化
だけではなく、ガス化して手袋を通過（透過）して皮膚から侵入
（経皮吸収）するものがあります。
手袋は化学物質に直接接触することが多いため、こうしたガス
化した化学物質が手袋を通過すると、手から暴露されるリスク
があります。
このリスクに対応した規格が JIS T 8116（化学防護手袋）で
あり、化学物質がどれくらいの時間で手袋を通過して手に到達
するかを評価します。

クラスは 1～ 6まであり、クラス 6が最も耐透過性に優れます。

※N/A : Not Applicable＝該当なし
上記は JIS T 8116に基づいて行った耐透過試験結果です。
破過時間は当社内における測定値であり、保証値ではありません。
手袋の使用方法や環境等により耐透過性は変化します。
硫酸に触れるとゴムが劣化する可能性があります。硫酸取り扱い時には十分ご注意
ください。
上記に記載されていない化学物質の耐透過性および耐溶剤面積膨潤倍率について
は、下記、耐透過性検索アプリ「ホゴスル®」で検索するか、当社までお問い合わせ
ください。

手袋表面のゴム被膜を試薬の中に 30分漬け込み、その表面積が元の大きさに対し
て何倍になったかで判定しています。
変化が小さいほど、耐溶剤性に優れている傾向があります。
◎：1.0倍以下○：1.1～ 1.3倍△：1.4～ 1.9倍×：2.0倍以上


